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「下木裂理末の見柏 ヒ→サ j等 の提言あり6

ネ地 コ勲噺衆全委員会として 効 利 |の外」引麟 すプロ

ジェクトを立ち上げること力け足言された。
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力 すヽ― 利 1協ま
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松舟 トモ手 '印寧施介

劉 |1白代手

ガペナー 利 1傍三夫◎点出 17!如

クヽンデイキヤツプに腐係なく エ レカントで条しく美し

い生き方 元 気を原りまいてくれるショーでした。
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「スマミシャリしオ リンビツクスの性力J
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と 味環飼 衆釣 ↓」円復d特 に r多円 bを 担く地域

として r木環境保勾 アクシヨン周 調の室車性を氏

◎国際ロータリーの理 告

Rrを 導ミ体ュ雲 舅炒‖ 埼瑚代

咋今の□―タリーの表遅は え RI会 長 H ト ーマスの 30

年前の答告速 ワ 印 ため`こ原則を曲↓チ質の低下

を沼いたことに谷きる。社会奉仕t国 際奉仕t そ れが

目的ではなし、 全では磯業本仕  ! se γ eに 籍 つ_tれ

る。町諜暮仕こを金昏向 に疑周の余地は築しヽ。増強ほ

記ウす 慌てず 質 の知 とに寒がるtの として欲 しい。
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多摩クリーンロタ■ット ク ラブ 防しつ信与 少 年少女合

唱□〕恐↓に対し ″ べす一け別賞力鶴 された。

日本では殆 ど知られていないか 知均障害者スポーツの

祭夫 戒依を差うtの でt雑 力を壊苫Ⅲ るこのでtな と、

自めのため努力する姿勢を評価するtの で 全 参加者グ

何らかの壊時セ 受けるよう運 営されるも彼らに生きる勇

気を与える 詢 `B蜀深と難 をわmヽ したぃ。

2日 自 !3月 17日 にじ

く本銚 〉 増彗需
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◎R!銀 アドレス R!々 村室体J里 沼U‖ 埼軸性

◎ 「シヤンフンをあなたにJ 珠  淳

*Se″ ice スboフe Se!す ツ タ ゴー)レ!「貴方を愛するこ

とが貴方の食担にな りませめ様に '私 はただ貴方を愛

させてした だいてしヽるだけなのですからj

章ビチャイナ「□―タリーの強みは世界 12θ万人の控漢力

弱みは 120ヽ冷 そ のくを表れかけでしヽることJ そ の

くとほ 「規嵯と莉 拘  □ ―タリーの規瑠 ユ社交で1とな

い。月このつき合い Fe!!Oltsれipで ぁれ 奉仕とし職

業率仕である。クラフ奉仕 キ上会率仕 曰除奉仕は 戦

業来仕によって人格を磨くための方策である。

■日―タリアンズ ビ ー ア ンビシャス ソ ロ ータリー

の け抱 を后くせよ ソ 「角 とは職業奉仕の(で ある。

″ンジー6友 に2つ   「 倫理案さ着拘  f労 働なご富」

章ではどうすれば的 のヽ力、Pクヽ リスt答 えてはくオとなし、

ただ復のカムリーベンクを前にして その生_~榛を見う

時 自 すとなえられる代地″(する。

◎鈴焼 軸エル すヽ―接拶  第 3o‐jθ地区給款 申  大 張

日本語で麟 も昨年の卿 嘩 ご李力]多数 に基謝 し勺

人でな りました。和 ||ル すヽ―は 崎 国の交流グす!ゴら

しし唯蛇 として続くことを壊うJと 挨拶されました。私

!ま し輌□の交流の矢頭役を回―タリアレウ環 たそうJと

おたえしたし、 問地区は各種ブログラムを通じ IPLR4と

規きを採めて来まし/‐。昨年ンウルのインターアクト大

会輌 国代表はそれて粉 目手国語で疾拶 (を 開さ合ト

離 日の1昔別の戻にはえ銘を受けさした。あの九長は建

全で明るけ、通 の未未を確信させるこの す 層協力 し

この世を実しいtの として行く用 指 となりましょう。

α 己倉強質 暖 り採くわりたいtの 殉

議師 石坂 浩ニ

物事にはたと熊がある。情報 特 にマスコミ情報を‐面

的に見ては掌を誤るであろう。茶く疑 って自分の判断を

持 つ こと そ れが社会 丈 イヒ 人 を観 る目を求 くす

る。  …  本業々 のエピソー トを丈えての話であつた。

と1ま 囲塊の的 究 年を迎えること

に答えて臼く 峰 中に言表は効かなしヽ 上 の者窃 子

動の及 この難航旬 こ 最 下綴のなの者らの働きフStリ

は比軍不可欠の三車 り〕と。

↓申 よ何でtや らせる。皓 いのコ嘩でt籍 呈でなし眼

りやらせておく。世間では 「人に面ロレ寸すないようにJ

と言う。本当にそうだろうか?お三し嘔市レW拾 つて生さ

てゆく社会こそ優しくキせな社会ではないう、 自分の手

せを分け合うこと そ れが 暁 しJと いうこの。ほたの

少し分けて欲 しい そ れで貴方tか し手せになれるは

す。           大 変笑顔のいい方でした。

◎朝 1康貞 120rθ常 の BAl    議 師 塊昼 太一

2010年TtO日 本な雄 t分 か明ましなし、たえコ1白なこ

大国主導の国際環鏡の封 ヒ

宮篠二事の世の中ではなくなること

日本社会の大きな変と その都度官僚は事程を証み違え

てきた。争ヨt読 み違えるであろう。□塊世代の定年 =

絶 の労働力京少 として輸 を周 調する力(実際には

従来の年'〕|コJ資全体制からの蜘 えに過ぎな↓、 フリー

方助力の増加によリ ァ フレとは具なる底ヨス|ヤ土名

未る。穴第を驚れ 好きな事 や りたし専  し かし高品

質の事 しかやらない力峨力 それは全装自的でないから

えすしt局 コス トを抱味しない。ただし自分の 「好さな

事jの 見極めが谷D」久 好きなように生さ 好 きな事

自分の為に金を使うも占齢者から舌年層に食ク,貯 ■る薬

循環を斬ち 嫌齢社会2騨 結上会とし メむ喪 りの秋を

鍾致 しよう′ビジネスtそ れをマーケツトイJ当来るは曳

唯ヘテランは努 室多鶴奇品質 大 量生氏方式ではお底で

きなし、コンピユーター時代ならこ幸 である。
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◎R!銀 代勢99確

◎力 すヽ一勃辞

◎涼苺宮 18!35

く捜侵会 > 北 痕

R′考浸 鯉 翔 |1呂賊 t

ガベナー 刊 1伊三夫

ガベナー 巾 1協三夫

経快な 捌Z演 兵をBCと して さ す力鵠 産RC木スト _

中々の確 一ヽテイーでした。

初代″スカ し59家 の え 気すごるシャンフン′

◎言己岱轟賓

「H!ソ 養染証児 と尋 らして気ウみされえ 多くの手J

諭 観 鞠

‖|ツ店換孤児として差別さ■L●↓すら花 暗しヽ過去をす争つ

子供違 30ム 、 そねクヽ これなにt生 さ生さと 嬉 しそ

うに生さられるようになる (ビデオ映像)。それには

タツプリの刻 点 茶条件の愛慌と

やりたしま 好さな事をやりたいだけやらせること

と気けしえ 。管理的茶止を何tし なし、 子供ならやりた

〔委員会報寄

◎出席報告               出 席委員会

会見俺妓    40名

出床裏務者数  39名 (出席鋪 r殉

出席者数    75名

妨 数     24名 輸 門 皓 )

出麻率   38 46%

存離負γυ アな し

3/r 的 正出席革  76 92%

(令週a旦 当 官 A 詢


